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Abstract

　　The　higher　anterjor 　cruciate 　ligan1∈r［t （ACL ）injury　rate 　of　f巳 males 　isone　of　the　most 　sever

athletlc
−
re ！ated 　l）roblems 　tDday．　The 　purpose 　of　this　study 憂s　to　c〔，mpare 　the　lc）wcr 　ex ヒremity

killematics　between　nlale　a 囗〔l　female　during　singl 巳 legしandillg ．

　　Six　male 　and 　four　female　healthy　subjects　parti〔：ipated　in　Lhis　study ．　They　jumped　from　a　32

cn〕hlgh　box　and 　ianded　with しhe　d〔mlinaut ［eg ，　The 　la冂dillg　action 　was 　filnled　with しhree 、idco

cameras ，　The 　knee　ftexion，knee　valgus 〆varus 、alld 　hip　 adductionf
’
fLbduetior 互 allgle 　and 　a 冂 gle

ve ［oci しv 、vere 　calculated ．

　　Ir1「emale 　subjccts ，　the　knee　flexion　angle　and 　hip　ad 〔1uctjorl　angle 　were 　grea しer　conlpared 　to

males ．，

，Ylso，　the　knee　valgus 　 ve ！ocity 　alld　hip　adduction 　velocity 　were 　higher　in　females・

　　Oul’results 　su99est 　that　knee 、
．
algus 　ki1［eH ［a しics　may 　be　reiated 　to　hゆ adduction ・［t　is　impor・

tan 匸 to　evaluate 　hipki／leinatics 　when 　consideringkllec 　kinerrLatics　to　prevent　knee　llgaHLent　in．

JurlCS・

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔：Jp日，　J，　Ph｝s．　Fjtness　Sports　Med ，2006，55：403〜412）
key　WOrd ：sjngle 　 leg　landillg，　kinematics，　knee　 valgus ，　hlp　 adduction ，　knee　 liganler［t　injur｝

工．緒 言

　女性の 前十字靭帯（Antcri。1・Cruciate　Ligament：

ACL ）損傷率が男性に比 べ て 高い こ とが 多くの研究

に よ り報告 されて きた．National　Collegiate　Athletic

Associatkm の 統計
v

に よる と，1989年か ら L993年

の サ ッ カ
ー

に お け る女性 の ACL 損傷率（傷害発生

件数／ioOO被曝回数）は31％ で あ り，男性の 13％に対

して有意に高かっ た．また，バ ス ケ ッ トボ
ー

ル で は，

女性は 29％で あ り，男性 7％に対 し て 約4倍の ACL

損傷率を示 した．

　女性がこ の ように高い ACL 損傷率を示す原因は

多岐に わたる．女性に特有な広い骨盤幅や大きな股

関節内旋口∫動域 と い っ た 解剖学的特徴や ホ ル モ ン 動

態が 関連する とい う報告がある
Z），さらに近年，女

性 の 動作 （kinematics ）が，そ の 高い ACL 損傷率に

関 筝して い る との指摘があ り， 注目 され て い る ．つ

ま り， 着地 や カ ッ テ ィ ン グとい っ た減速動作にお い

て ，女性が ACL 損傷の 危険性が高い kinematicsを

呈 す る と い う指 摘 で あ る． こ れ ら の 指摘 は
，

McLean 　et　al．や Hewett　et　al．の 研究に よ り， 減速

動作 中の 男女 の kinematicsを比較す る こ とでなさ
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れ て お り
3〜13）

， それ らの 多 くは共通 して ， 女性は

減速動作時に男性 に比べ て 膝関節が よ り伸展位で あ

っ たこ とを報告 して い る
7’8’12：1

．

　これ まで の報告は主に膝関節屈曲角度 とい う矢状

面上 の kinematicsに注 目して い る．しか し，実際

に ACL 損傷が 生 じた場面で は膝関節外反や股関節

内転 とい っ た 前額面上 の kineinaticsが観察 されて

い る
14−−1611i

．また，男女の kinematics を前額面二

次元 ， ある い は 三 次元的に解析した報告に よる と，

膝関節に加え て股関節の 削額面上の 関節運動にお い

て も性差が示 された とする もの が あ る
5・⊥3），した

が っ て
，

ACL 損傷の メ カ ニ ズ ム を検討する こ とを

念頭 に お い て 男女の kinematics を比較す る場合，

膝関節だけで なく， 股関節の 前額面 Eの運動 も含め

て 比較する必要がある と思われ た．

　そ こ で 本研究は ，下肢に既往の ない 成 人男女を対

象に片脚着地動作 を運動学的に解析 し，男女の 動

作 の 特徴 を前額面上 の運動 に洋 目して評価 する こ

とで
，
kinematicsの 性差を検討する こ とを目的とし

た，

A B

C D E

Fig．⊥−1、　 A ・・t。 mi ・・I　S… e・ h19王1）．A ・ N、 vi ， ， 1、 ，　d， 。P，　B ， Tight　F 。 。t へ。gl，，　C 、Q −angl ，，　D 、

　 Leg一王1〔・el　Aliglmlent，　E ：P／F ヒ
・
atio、
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皿t 方 去
、 
メ

　A ．対　象

　被験者は膝関節，股関節に既往の な い 健常成 人10

名（男性 6 名，女性 4 名）とした．被験者の膝関節の

可動域は正常で拘縮等も認め られ なか っ た，また，

前額面で の ア ラ イ メ ン ト異常は な く，異常動揺性も

なか っ た．被験者の 選抜に際 し，解剖学的特徴 の 影

響 を最小限にするため Boncil
ア）

の 方法を参考 に解剖

学的ス クリ
ーニ ン グ を行 っ た、ス ク リ

ー
ニ ン グの 項

目お よび結果 を Fig，1−1
，
　 Table　1−1 にそれぞ れ 不

す．被験者には筑波大学人間総合科学研究科研究倫

理委員会の承認 を得た実験計画書お よび同意書を用

い て研究の 目的や 内容を説明 し， 実験 へ の協力の 同

意を得た ．

　 B ．測定方法

　実験試技は，32cn1の 高さの 台か ら落下 し
， 片脚

で着地する もの とした，着地する箇所に は フ ッ トス

イッ チ を設置 し，contact の 瞬間を特定で きる よう

に した．

　着地脚は利 き脚と し，反対側 の 脚 の 位置は利き脚

よ りも後ろ にするよう指示 した，利 き脚はボール を

蹴 る際に用 い る脚と定義 した．なお
， 着地後 に姿勢

を崩 した試技や反対側の 脚を着 い た試技，お よび体

幹が 回旋 し た試技は失敗とし，成功試技 を最低 5 試

技行 っ た時点で 実験を終了した，

　試技は 3 台の デ ジ タ ル ビデ オ カ メ ラ （ソ ニ ー社

製 ；DCR −TRVI7 ）を用 い て撮影 した．撮影速度は毎

秒60コ マ とした．

　C ．kinematicsデー
タの 測定お よび算出方法

　　 1．身体計測点お よび三次元座標の算出

　各カ メ ラ の 映像 よ り，
Frame −Dias2 （DKH 社製）

を用 い て
， 利 き脚の 足 関節 中心 （Anlde ），膝蓋骨

（Patella），膝 関節 中心 （KIlee），左 右の 大転子

〔Greaしer　trochanter ：GT ），
お よび左 右の 上 前腸骨

棘 （・Xnterior　superior 　iliac　spine ：ASIS）を 60　llz で

デ ジ タ イズした．デ ジタイズで得られた 二 次元座標

は DLT 法を用 い て 三次元 座標 に変換 した．三次元

座慓は デ ジタ イズ による ノ イズ を減ずるため，2次

の Butterworth　Filter（611z）を用 い て 平滑化 した．

三次元座標 ASIS および GT か ら，臨床歩行分析研

究会の 推定法
18）

を用い て 股関節中心 （Hip　Center ：

HC ）を推定 した．

　なお，以降の 数式を表記する にあた り，ベ ク トル

や三次元座標を表す際は大 文字の ア ル フ ァ ベ ッ トで

表 し，その元を添え字の つ い た小文宇で 表記する も

の と した．また ASIS や GT の ように左右ある もの

に 関 して は
， 利 き側 を dominant， 非利 き側 をnon

−

dominant として，それぞれ d お よび nd の 添 え字

をつ けて区別 した．

　　 2．関節角度の 算出

　三 次元座標を もとに，以 下 の ベ ク トル を定義 し

た．HC か ら Knee へ 向かうベ ク トル を vThigh と

し た． HC か ら Patella へ 向 か う ベ ク ト ル を

Table　匸
一1，　 Physical　and 　anatominal 　properties　of　su1 ）jects．

H士pROM （deg

呂ex
（ye跚 ｝

age 　 嵐eigh し

　　　　 〔  ）

weight

〔kφ
fat

（％）
跚

douunanL
　 区ideP

∫Fra 虹 oQ

．A員9且e
廴d噌

L ｝9
’H   L

　（de巳）
Nav妃 ulardmp

〔cm ）

r血 巳hFo 吭

Aπgl面 噌
exflexaddabdex ヒ

・rσt 血 t凾fotSLR
a 皿 2昼 1了7912 亟．72911Ru ．5 勝 13071 Ω 1り 1201535254075

bm23 上7B6714 ．3224R1 〕、515loD75101301545452580
cm341727B19b245R05sBo 、75510515504D20 呂ll

d 爪 3215 ？ 801 ゆ 9229R 〔14L2 川 0、51 晦 1〔｝ 13010505025go

om22162 腸 150222 民 0512150 ．81020 】301540353075

f 皿 2B16462207229Ru ．51515061015 ユ25 且545501595

9 「 241595226 ．220 ．う R に）51 需 15 ｛｝610 め L301535q54 〔18n

hf24157421 凡 3170R 〔〕7lo15D ．8i52514520604 馬 451 鱒

1f221604925 ．呂 18．51 』 04 蹄 10o ．5102513Pzo404 【1451 〔1（1

亅 f241 も↑ 64281231R05151111 〕61G1513515504050110

Avem 腎e 25616 〒〒 63621 、122 ．B u5ll3 、012 ．6u71D151281G4 う 423493

SD 4．19 、n1424231 01242 ．20 ．1326 溜 9．82774 了 111 ．419 、3

＊ denQtes　sig1Liffi・ant ・liff・・enc ・ betweel・ M ・le　a・d　Fem ・1・ （P＜0．05：〕
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vThigh2 と した．　 KIleeか ら Ankle へ 向か うベ ク ト

ル を vLeg とした ，　 ASISd か ら ASISnd へ 向か うベ

ク トル を vPelvis とした．

　　　 1）膝関節屈曲／伸展角度 （θfe）

　膝関節屈曲／伸展角度（θfe）は vThigh と vLeg の

成す角度と した．（Fig．1−2）

　た だ し， θfeの 増加は膝関節の 屈 曲角度の 増加

を表す．

　　　 2）膝関節外反／内反角度（θvv ）

　膝関節外反／内反角度 （Ovv ）は， 2 つ の ベ ク トル

vThigh と vThigh2 で 規定 される平面 と vLeg が成

す角度 とした （Fig．1−3）．ただ しθvv ＞ 0 の 場合を

外反 ，
θvv ＝ 0の場合を中間位，θ vv ＜ 0 の 場合を

内反と した．

　　　 3）股関節内転 外転角度 （θaa）

　静止 座 標系 の XZ 平面 （被験者 の 前 額面）に，

vPelvis お よび vThigh を投影し
，

それぞれ を vPel −

vis
’
，
　 vThigh1 とした，両ベ ク トル の成す角度を算

出 し，
90°

か ら引 い た値 を股 関節内転 ！外転角度

（（1　aa ）とした （Fig．1−4）．ただ し 0　aa ＞ 0 の 場合 を

内転，　 θaa ＝0 の 場合 を中間位 ，
θ aa ＜ 0 の 場合

を外転 とした．

　　　 4）関節角速度の 算出

　各関節の 角速度は角度デ ー
タを時間微分す る こ と

によ り求め た．

　　 3．試技の期分け と分析対象範囲

　被験者の 足部が フ ッ トス イ ッ チ に触れ た瞬間を

　　　　　　 ／ ：
／
一一一一．／

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆
ド

　 　 　 x　　　　
−一一〆一一．一＿一／

Fig，1−2．　 The　definition　of　the　knee　fl巳xLon 〆extension

　 angle ．　The　angle 　denoted　by θfe　be仁ween 　vectors

　 v しeg 　alld　vThigh 　was 　defined　as　the　knee　flexi〔〕］1／
　 exterlsion 　 allgle ．　Larger　value 　of 　Ofe　corresponds 　tぐ〕

　 flexion　of　thc　knee　joint．

　 　 ome

，T』i帥2！
　　偏、、、

　 　 1111
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7

Fig．1−3，　 Thedefinition 　 oftheknee 　 valgus ／vanls

　 angle 、The 　knee　valgus ／varus 　 angle θvvwasde ．

　 fined　astheal ／glebetweenvectorvLegandthe

　 plane　spanned 　by　vectDrs 　vThigh 　and 　vThigh2 ．　Posi．

　 tive　 and 　negative 　valu ピ 〔，f　θvv 　 represents 　valgus

　 and 　 varus 　allgle　of　the　knee　joint，　respective1 ｝
・，

「
一』 一一一一一一一一

／
：一一

1　 　　 ／

驚
、

　 　 　 ノ

　　〆 　 ／

　　1　 ／
　 　 1　 ／

一．」 ／

Thigh

　 　 ／ 　　 　　 　／

　 ／　　　　　 ／

／　　　　　　／

　 7

Fig、1−4．　 The 　 definition　 of 　the 　 hip　 adduction ／

abduction 　angle ．The 　vectors 　vPelvis
’
an 〔1　vThgih ’

repre ．

sen 亡 vP ］e ＞is　and 　vTlligh 　 reflected 　on 　the　X −Z　plane．　re ・

spectively 、　Let α

　be　an 　angle 　betweell　vectors 　vThigh
’

and 　vPelvis
’
．Thehlp 　adduction ／abduction 　angle 　 Oaa

was 　deflend　by （90一α）．Pσsitive 　value 　of　θaa 　represents

hip　adduction ，　and 　negative 　value 　hip　abduction ．

contact と した．そ の 1：で contaet 前 160　msec か ら

contact 後 400　msec を分析対象範囲とした．

D ．統計処理

解剖学的ス ク リ
ー

ニ ン グ の結果は，男女間で対応
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Physical Fitness and Sport Medicine

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Physioal 　Fitness 　and 　Sport 　Medioine

月
．
．脚着地時 に見 られ た

．．．
ド肢 kinematicsの 性差 ．407

の ない t検定 を用 い た．また，．男女間で関節角度，

関節角速度を比較するため，繰 り返 しの ある二 元配

置の 分散分析を行っ た．その 結果，男女間に有意差

が認められた項目につ い て は さら に Tukey −Kramer

テ ス トを行 っ た．有意水準 は 5 ％未満 とした．

皿．結 果

Table　l−1 は解剖学的ス クリーニ ン グの結果 を示

した もの で ある．身長 ， 体．重，BMI は．男性が女性

に比 べ て有意に高値を示 した （p ＜ O．05）．股関節
．
a∫
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　 linc　indicates　the　timing〔〕f　foDt　con しact 、　Fe］11　a！c　knee

　 fleXiOn　anR ［e　a」1d　hip　addUCtiOn 　angle 　iη CreaSed 　Si9 −

　 nificantly （P＜ 0，05）than 　those　of　male 　counterparts

　 aftcr 　foot　COTTtaCl ．

動域の伸展および内旋にお い て女性が男性に比べ て

有意に高値 を示 した （p 〈 0．05）．ACL 損傷発生 に 関

係する とされ る ド肢ア ラ イ メ ン トの 各項 目
⊥7）

，Q −

Anglc ，　 Leg −Ilcel　A ］ignment，　 Navicuiar　Drop ，

Thigh 　Foot　Angle（Fig．1−1）に男女冏で 有意差が な

か っ たため
，

こ の 10名の デ
ー

タを採用する もの とし

た．

　 Fig．2−1 お よ び Fig，2−2 は，男女の関節角度およ

び関節角速度 の 平均 を示 した もの で あ る ．また
，

Fig．2−3 お よび Fig．2−4 に は関節ご との 角度お よび

角速度の男女比 較を示 した．

　膝関節 は 男女 とも膝関節が徐 々 に伸展 しなが ら

contact を迎 え
，
　 contact 後 に屈 曲した．また，　 con ．

tact 後に は膝関節外反が生 じた．統計検定の 結果，

女性の 膝関節屈曲角度，角速度は男性に比べ て有意
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　 　 The 　gendcr 　c〔，mparison 　ofjoint 　angle 　ve ［oc ・

に増大 してお り〔Flg．2−3−a，　Fig，2＋ a ）〔p ＜ 0，05），

加え て 膝外反 方向の角速度も有意に増大 した （Fig，

2−4−b）（p ＜0．05）．膝関節外反角度 に は男女間で有

意差が生 じなか っ た，これ らに よ り，女性の 膝関節

は男性に比 べ て着地の 際に深 く急激に屈曲 し，急激

に外反した こ とが 示された．

　股関節は男女 とも contact 前の 局面で は外転方向

に運動してい たが ，男性は外転位で あ っ た の に対 し，

女性は 内転位で あ っ た （Fig，2−1−a ，
　 Fig．2−2−a）．そ

して contact 後の 局面で は男女 とも股関節内転が生

じたが，男性は contaet 後約 100皿 sec ほ ど股関節

外転位 を保 っ た後 に内転 した の に 対 し，女性 は

contact 後に股 関節が外転位に あっ た時期が ほ とん

どな く，直後に内転 した．統計検定の結呆，女性の
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股関節内転角度， 角速度は男性に比べ て有意に増大

した （Fig．2−3−c ，Fig．2−4−c＞〔P ＜ 0，05）．こ れ に よ

り，女性の 股関節は男性に比べ て着地 の 際に大きく

急激な内転を呈 したこ とが示 された．

N ．考 察

　すべ て の 被験者の 片脚着地動作で 股関節内転 と膝

関節外反を伴 う膝関節の 屈曲が観察され た．着地 は

落下 中に増加 した位置エ ネ ル ギ
ー

の 制動で あ り，そ

の ため に膝関節を屈曲させ る着地姿勢は広 く
一

般に

見 られ る もの である．Decker　eしal．
3’）
が着地動作に

お い て膝関節は 下肢の 中で 最 も衝撃緩衝 に貢献する

関節と報告 して い る こ とからも， 着地時に膝関節を

屈曲さ せ た姿勢をと る こ との 合目的性が伺 える，

　contact 前の 局面は，膝関節は徐 々 に伸展 しなが

ら contact を迎 え，また股関節も徐 々 に外転 しなが

ら contact を迎 えた （Fig．2−1−a ，
　 Fig　2−2−a）．こ の

角度変化は
， 衝撃緩衝に 適した関節角度を作 り出す

た め と考え られ る，こ れ に 対 し膝関節外反 で は

c。ntact 前の 変化が見 られず，　 contact 後に外反 角度

が増加 した （Fig，2−1−a，　 Fig．2−2−a ）．膝関節周囲に

は内外反に作用する 筋が存在 しな い こ とか ら，膝関

節外反は急激 に高まっ た荷重負荷に よる受動的な角

度変化で あると考えられた，よっ て，膝関節外反は

他の 膝関節屈曲伸展および股関節内外転 とは，性質

の 異な る角度変化で あっ たと言える．

　本研究で は，その 膝関節外反角度に 男女間で 有意

な差は生 じなか っ た〔Fig．2−3−b），しか し膝関節外

反の角速度で は．女性が男性に比べ て有意に増大し

て お り，女性の膝関節外反は急激で あ っ た とい うこ

とが示 され た （Fig．2−4−b）．先行研究で は
， 着地時

に女性の 膝関節外反角度が男性 よ りも増大する とい

う報告が なされ て い るが
5『6｝

，本研究では被験者の

安全を考 えて 落 Fの 距離を32セ ン チ と低め に設定 し

たため
， 外反角度の男女差示すに至 らなか っ た もの

と推察 され た，

　
一方，本研究で 注 目した股関節の killematicsで

ある が，こ こ で は男女間で特微的な差異を示すこ と

がで きた．股関節内転角度 （Fig ．2−3−c）， 股関節内

転角速度 （Fig．2−4−c）ともに
，
　 c。 ntact 後に女性が 男

性に比べ て有意 に増大し
， 女性の 股関節内転は大き

く急激で あるとい うことが示され た，さらに詳細に

は
， 男女 の 特徴は contact 後の み ならず conLact 前

の 局面か ら観察され た，Fig、2−3−c が示すよ うに，

contact 前の 局面で
， 男性の 股関節は外転位であ っ

た の に対 し，女性 は 内転位で あ っ た，男女 と も

contact が近づ くに つ れ て徐 々 に股関節が外転 した

が，女性 の 股関節が外転位に な る こ とはなか っ た．

contact 後の 局面で は
， 男性は約 100　msec の 間，外

転位 を保持 した後 に 内転 した の に対 し， 女性 は

c〔〕ntaet 直後に内転 した，　Fig．2−3−b が 示すよ うに
，

男女の 膝関節外反角度が増加し始め た時期が ほぼ同

時で ある こ とか ら，男性は膝関節外反か らや や遅 れ

て 股関節内転が生 じ，
一

方女性 は膝関節外反 と股関

節内転が 同調 して生 じた こ とが示され た．

　以 ヒの ような男女の 特徴が観察された中で ，注視

すべ きは膝関節外反角速度の差 異と股関節 kinenla・

しicsの 関連であろう．今同女性は，着地後の 膝関節

外 反が男性 に比べ て急激で あっ た こ とが示 された

が，こ の 理由 として ，膝関節外反に股関節の kine．

matics が 関連 して い る とい うこ とが考 えられた．

つ まり， 女性の 膝関節外反の 角速度が増大 した要因

と して，女性 の 股関節が contac し前か ら内転位で あ

っ た こ と，お よび contact 直後の 股関節内転が膝関

節外反 と同調 した ことが 関与して い るとい うこ とで

ある ，片脚着地 で 生 じる膝関節外反は，足部が地而

に固定された状態で膝関節が正中方向へ 偏位する こ

とに起因する．こ の とき股関節で は内転が伴 う．今

回の 結果で は ，男性の 場合は contact 直後に股関節

外転位 を保 っ た時期が あ っ た た め に
， 膝関節が正 中

方向へ の偏位するの を抑制 し， 膝関節外反の 速度を

軽減する こ とがで きた と考えられた．それ に対して

女性 は，contact 直後 に股関節が内転し ， さ ら に内

転角度が 大きか っ たため，膝関節の 正中方向へ の 偏

位 に拮抗する こ とが で きず，膝関節外反角速度の 増

大 に つ なが っ た と考えられた，

　膝関節外反 と股関節内転の 関連を報告した先行研

究 に は Zeller　 et　aL
⊥3）Cこ よる もの がある ．　 Zeller　et

aj，は男性 9 名，女性 9 名を対象に 片脚 ス クワ ッ ト

時の 1・肢 kinelnaticsを三次元解析 した．そ の 結果 ，

女性は男性 に比 べ て 股関節内転角度と膝関節外反角

度が有意に増大 した．さ らに，女性の 股関節はス ク

ワ ッ ト下降期 ，
E昇期を通 じて常に 男性 よ りも内転

位 に あ っ た．この 特徴 は本研究 の 女性 の 股関節の

kinematics（Fig．2−3
−
c）と類似 したもの で ある、　 Ze1−

lcr　et　al，は こ の結果か ら，女性の膝関節外反の 増大
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は股関節内転が関与 し た もの で ある と考え，膝関節

外反位 を回避するため に は股関節を内転させ ない こ

とが重要であ る と報告 した．本研究とは試技が異な

るが，contact 直後に股関節が 内転 しなか っ た男性

は膝関節外反角速度が抑制された こ とか ら、今回の

結果は Zcller　et 　a1，の見解 を支持するもの で ある．

　ACL に 直接 ス トレ ス を与える関節肢位は膝関節

外反で あ るが
19’2ω

，今 回の結果から， その 膝関節

外反に関与する もの として ，着地時の 股関節内転が

示唆された，女性で 股関節内転が増大した理 出は股

関節内転可動域や骨盤幅 とい っ た解剖学的特徴の 関

与が考えられるが ，こ の 点に つ い て は本研究 とは異

なる調査に て検討が必要で あろ う．

　男女の 下肢 1dncmaしicsを比較す る こ とで ，膝関

節だけで なく股関節の 運動 に差異を示すこ とが で き

た こ とは本研究の 重要 な点で ある．ACL 損傷の 予

防を目的としたス ポ
ー

ツ動作の評価 を行 う際には，

膝関節の 肢位の み な らず，股関節の kinematicsに

も注目する必要が考えられた．

V ．ま　 　と　 　め

　本研究は片脚着地動作における男女間の kinema −

tiCSの 相違に注目し，以 ドの 結果 を得た．

　 1 ．女性 は男性 に 比 べ て contact 後の 膝関節屈

　　曲，股関節内転角度が有意に増大 した．

　2 ，女性は 男性に比 べ て contact 後の 膝 関節屈

　　曲， 膝関節外反 ，股関節内転角速度が有意に増

　　大した ，

　3 ．男性の股関節は contact 前に外転位 にあ り，

　　contact 後も約 ⊥00　msec 外転位を保持した後内

　　転 した ，　
・方 ， 女性 の 股関節は contftt　ct 直後に

　　内転 した．
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